みんなで「生きにくさ」を考えよう！

８・３１雨宮処凛さん講演会

みなさん。希望を持って暮らせていますか？安心して働いておられますか？

今の時代、そのどちらも難しいのではないでしょうか？

派遣やパート・アルバイトのみなさん、将来に大変不安を感じておられると思います。正社員の皆さん、最近仕事はきつくないですか？若い皆さん。周囲の期待にこたえられず、悩んでいませんか？ご年配の皆さん。病気になったときに不安はありませんか？ご家族や自分の介護などの不安はありませんか？「給料が上がらないのに物価が上がる」という不安、ありませんか？

でも、一人で悩んでいても、なかなか問題は解決しません。ひとりではどんな有能な人でもなかなかいい知恵が出てこなかったりします。一人では行動に移ろうとしても度胸がいるかもしれません。

でも、みんなで話し合い、考えたらいい知恵が出てくるかもしれません。助け合って行動に移せるかもしれません。東京などでは、給料を払ってもらえなくて困っている若者が、みんなで話し合い、みんなで社長さんに掛け合って給料を払ってもらった、という例もおおくあります。

作家で「週刊金曜日」編集委員の雨宮処凛（かりん）さんは、とくに若者の生きづらさの問題に向かいあってこられました。雨宮さんをお呼びして、みんなで身の回りのこと、気になること、悩んでいること話し合ってみませんか？

悩んでいるのは自分だけではないかもしれません。とにかく話してみましょう。

とき　２００８年８月３１日(日)　１６時開場・１７時スタート（２１時終了）

　(その後、交流会あります。ぜひご参加ください)。

ところ　広島市西区民文化センター（スタジオ　１５０人収容）http://www.cf.city.hiroshima.jp/nishi-cs/
参加費：５００円

対談　雨宮処凛さん　さとうしゅういち（呼びかけ人）

ともに１９７５年生まれ。ロストジェネレーション（就職氷河期）の二人の対談。若者の「いきづらさ」に作家として向かいあってきた雨宮さん。週刊金曜日や多く新聞にも連載を持っておられます。さとうは、正規の公務員ですが、非正規雇用の人権問題に取り組んできました。国による制度「改正」や経済情勢の悪化で、地方公務員が憲法に定められている義務である住民の暮らしを守るということが難しくなっていると、実感しています。雨宮さんからは全国的ないきづらさの、実態と背景にあるものを出していただき、それを解決するために実際に動いている人たちの紹介をしていただきます。また主催者からは、地元広島での「いきづらさ」の背景と、今の思いを語ります。みなさんに「いきづらいのは自分を責めなくていいのだ」と少しでも気づいていただければ、と思います。

自由討論　コーディネーター　伊達純（呼びかけ人）

みんなで身の回りのこと、気になっていること、悩んでいること・・・話し合ってみませんか？

悩んでいるのは自分だけではないかもしれません。とにかく話してみましょう。そしてどうすればよいか、みんなで考えてみませんか？雨宮さんのアドバイスをいただきながら、みんなで考えればいい知恵が出てくるかもしれません。

ご協力くださる方募集中！

さて、イベントを開催するには、いろいろな面で力が必要です。みなさまのご協力をお待ちしております。

主催　生存のためのメーデーIN広島実行委員会/雨宮処凛さん講演会IN広島実行委員会

呼びかけ人：伊達純　池邊幸恵　猪原薫　山田忠文　ますだちよこ　さとうしゅういち

「生存のためのメーデー実行委員会」では、今後も、このようなイベントや、みなさんの悩みに答えるような交流会、また各種相談などを行います。これまでに、以下のような活動をしています。

２００８年５月２日　生存のためのメーデー

２００８年５月２５日（日）　第一回生存のための交流会

２００８年６月２２日（日）　第二回生存のための交流会

２００８年７月２７日（日）　第三回生存のための交流会

２００８年８月２４日（日）　第四回生存のための交流会（予定）

よろしくお願いします。

連絡先　

さとう hiroseto@f2.dion.ne.jp 　09031714437　伊達　jundandy@yahoo.co.jp 　FAX0829－56－1799

賛同カンパ：団体２０００円、個人１０００円。

ご協力いただける方は、申込書を上記連絡先にFAXかメールでお送りの上、以下の郵便振替口座にお送りください。

もみじ郵便局　生存のためのメーデー広島実行委員会　０１３８０－２－４６９３２
８月３１日・雨宮処凛さん講演会ＩＮ広島に賛同します

お名前（団体名）　　　　　　　　　　　　　　　（肩書き）

連絡先（電話またはメールアドレス、住所）

チラシなどへのお名前の公表の可否　　可　　否

